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第三に、「規範パワーとしての EUJという一連の EU研究で強識されてきた EUの規範力について、対中
規範力の行使という実例の考察を踏まえ、批判的に再検討を行った点が評価される。これまでの研究では、
EUの規範力は、もっぱら理念的に議論されてきたきらいがあるが、本論文では、天安門事件後の中国に対
して欧米諸国が経済制裁を課している状況を対象にして、EUの規範力の行使が、いかに変化していったかを、
三つの事例研究を通して、実証的に論じるとともに、それをモデル化して呈示している。そして、本研究を
とおして、 EUのもつ規範力の限界とその要因を明らかにしている点は、既存の研究に一石を投じるものと
して、評価に値する。
平成 25年 2月5日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(国際政治経済学)の学位を受けるに十分
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な資格を有するものと認める。
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